
・レベル1地震動：河川構造物の供用期間中に発生する確率が高い地震動
・レベル2地震動：対象地点において現在から将来にわたって考えられる最大級の強さを持つ地震動

レベル1地震動相当地震動地震動

・レベル1地震動：損傷を許容しない
・レベル2地震動：保持すべき機能に応じて一定の損傷を許容する

損傷を許容しない

・静的照査法：静的解析を用いて耐震性能の照査を行う方法(例：自重変形解析法、地震時保有水平耐力法)
・動的照査法：動的解析を用いて耐震性能の照査を行う方法(例：時刻歴応答解析法)

静的照査法

従　来 耐震性能照査指針(案)

耐震性能耐震性能

照査方法照査方法

対象となる河川構造物の例対象となる河川構造物の例
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わが国においては、これまで平成7年兵庫県南部地震(阪神･淡路大震災)や平成16年新潟県中越地震な

どの大規模地震(レベル2地震動相当)により、多くの被害が発生してきました。さらに今後、東海地震、

東南海･南海地震、宮城県沖地震や首都直下地震等のように、全国各地で大規模地震発生の危険性が高ま

っており、レベル2地震動に対する河川構造物の安全性の確保がクローズアップされています。

このような背景を踏まえ、平成19年3月に「河川構造物の耐震性能照査指針(案)･同解説」(国土交通省

河川局治水課)が制定されました。弊社は、豊富な河川構造物に対する技術力を活かし、耐震性能照査の

実施及び対策工の提案を行います。

『レベル２地震動』に対する河川構造物の耐震性能
照査及び対策工に関する技術的支援を行います。

河川構造物の耐震性能照査河川構造物の耐震性能照査
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〒154-8585　　東京都世田谷区駒沢 3-15-1
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【主な業務実績】

千代田分流堰詳細設計業務

防潮水門耐震補強詳細設計(その1)業務委託

鮒田水門耐震補強詳細設計業務

平成18年度 菊川河川整備計画検討業務

貞山運河水門詳細設計

葛川合流部詳細設計業務

平成19年度 安倍川田町排水樋管設計業務

紀の川築港地区堤防強化詳細設計業務

放水路宇那手川設計業務

平成19年度 吉野川下流域地震津波検討業務委託

平成19年度 土器川堤防質的整備検討業務委託

H19徳土 飯尾川 徳・春日 耐震性能照査業務(4)

西境川水門詳細設計業務

那覇港(泊ふ頭地区)臨港道路(アクセス)(耐震)

　若狭１号線詳細設計業務

米代川天内水門設計業務

平成20年度九十九川合流部詳細設計業務

赤田川樋門概略設計他業務

八代排水機場耐震性能照査業務

業務名称

建設省 北海道開発局

宮城県

国土交通省 近畿地方整備局

国土交通省 中部地方整備局

国土交通省 東北地方整備局

国土交通省 関東地方整備局

国土交通省 中部地方整備局

国土交通省 近畿地方整備局

国土交通省 中国地方整備局

国土交通省 四国地方整備局

国土交通省 四国地方整備局

徳島県

国土交通省 九州地方整備局

内閣府 沖縄総合事務局

国土交通省 東北地方整備局

国土交通省 関東地方整備局

国土交通省 近畿地方整備局

国土交通省 近畿地方整備局
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対象構造物

地震時保有水平耐力法

地震時保有水平耐力法

時刻歴応答解析法

時刻歴応答解析法

地震時保有水平耐力法

地震時保有水平耐力法

地震時保有水平耐力法

自重変形解析法

地震時保有水平耐力法

時刻歴応答解析法

自重変形解析法

地震時保有水平耐力法

地震時保有水平耐力法

時刻歴応答解析法

地震時保有水平耐力法

地震時保有水平耐力法

地震時保有水平耐力法

地震時保有水平耐力法

照査手法

損傷なし

ひび割れ

降伏

許容

損傷状況（レベル2-2地震動：水流方向加震）
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○門柱の水平力－水平変位関係

○護岸･道路橋の変形状況 ○水門の損傷状況

○排水機場の損傷状況(損傷なし)

○堤防のFL分布図

○堤防の変形図
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静的照査法による出力例

■指針(案)に基づく耐震性能照査事例

動的照査法による出力例


	k20_河川耐震性能照査おもて コピー
	k20_河川耐震性能照査うら コピー

